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総がかり行動実行委員会「1９日行動」に 1000人  

健康保険証廃止を撤回させよう！ 戦争国家づくり食い止めよう！ 

総選挙で岸田政権を退陣に追い込もう！ 
 

総がかり行動実行委員会は７月 19日夜、「軍拡増税反対！マイナカード強制反対！辺野古新基地

建設反対！南西諸島のミサイル配備反対！改憲発議反対！暮らしをまもれ！７・19国会議員会館前

行動」を行い、1000人が参加しました。社民党の福島瑞穂参議院議員、日本共産党の宮本徹衆議院

議員、立憲民主党の打越さく良参議院議員があいさつ。沖縄の風のメッセージが紹介されました。

市民と立憲野党が共闘し、来る総選挙で岸田政権を退陣に追い込むため奮闘しあう決意を確認する

行動になりました。 

主催者を代表し、戦争をさせない 1000人

委員会の谷雅志さんがあいさつ。「憲法審査

会では憲法改正を目的とした議論がされて

きたが、憲法を変える必要はない。憲法の

理念を生活の中でどう生かせるかだ。政府

は憲法に基づいた平和外交に力を尽くすべ

き。粘り強く声をあげていこう」と訴えま

した。 

市民連合＠新潟の佐々木寛さんは、「ウク

ライナを見てわかるように一度戦争が始まったら誰が止めることができるのか。巻き込まれるのは

弱い人たちや弱い地域だ。新潟にも原発があるが、沖縄が戦場になってしまう危険性が高い。戦争

国家づくりを食い止めようと訴えていこう」と呼びかけました。 

共通番号いらないネットの宮崎俊郎さんは、「マイナンバーカードをめぐって、他人の住民票が

コンビニで出てきたり、他人の情報がマイナポータルで見ることができたり、あってはならない事

故や漏洩が起きている。ヒューマンエラーと言うが、元凶はデジタル庁だ。一度止まって検証すべ

き。健康保険証残せ、廃止を撤回させる運動をあきらめずに取り組もう」と訴えました。 

ふじさわ・九条の会の斎藤隆夫さんは、「毎週月曜にスタンディングを行っている。８月 15日は

不戦の誓いということで市民と政党が一緒になって訴えている。地域での統一戦線をあきらめたく

ない。こうした中央での行動に参加し、また地域で訴えていくことが大事だと思う。年をとっても

声を張り上げてがんばる」と決意を話しました。 

憲法９条を壊すな!実行委員会の菱山南帆子さんが行動提起を行いました。 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
〒113-8462 文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 

http://www.kyodo-center.jp    mail: move@zenroren.gr.jp 
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